
１．研究課題名： 

総合的アプローチによる東南アジア地域での 

分散型生活排水処理システムの普及に関する研究 

２．研究代表者氏名及び所属： 

蛯江 美孝（国立研究開発法人国立環境研究所 

資源循環・廃棄物研究センター） 

３．研究実施期間：平成 28～30 年度 

４．研究の趣旨・概要 

東南アジア地域においては生活排水対策として我が国の浄化槽システムが期待されてい

るが、当該地域は熱帯気候で生活習慣も異なるため、ハード面での現地化が必要となる。

また多くの場合、排水基準は定められているが、放流水質を担保する仕組みが欠落してい

るために粗悪で安価な製品を排除できない状況にある。本研究は、東南アジア地域におけ

る生活排水処理技術の性能評価試験方法を開発し、関連制度の確立と技術の現地化を連携

して推進するものであり、これにより、適正な処理機能を有する製品の普及と当該地域に

おける水環境負荷削減、さらには、地域標準化による市場の統合および技術開発促進への

貢献が期待される。 

５．研究項目及び実施体制 

① 性能評価試験および関連制度の確立と小・中規模分散型処理技術の現地化・実証に関

する研究    （国立研究開発法人国立環境研究所）

② 東南アジアにおける環境技術の地域標準化に関する研究

（独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所） 

③ 地域の社会特性が生活排水の質・量および排水処理特性に及ぼす影響解析

（東洋大学） 

④ 汚泥の収集・処理システムの開発

（公益財団法人地球環境戦略研究機関） 



 

 

６．研究のイメージ 

制度の確立と技術の現地化を連携させた総合的アプローチ
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サブ2：東南アジアにおける環境技術の
地域標準化（アジ研）

 

 

 
• 分散型汚水処理技術の性能評価方法の確立と地域
標準化
– 不適切な性能の製品を市場から排除
– 現地企業の技術開発の方向性を示すとともに、適
切な技術を差別化する。

– 維持管理性の向上や技術者の資格制度、台帳管理
制度等の整備が進み、行政における環境政策の効
果の把握、改善に繋がる。

性能評価試験

技術の現地化

• 現地の産学官との連携による技術（製品および施
工・維持管理）の現地化
– 日本の有する技術的知見・ノウハウを駆使して現
地の状況に適合させ、高温安定、ペーパー不使用
等の状況に適した低コスト化や維持管理性の向上
および社会的受容性の増大を図る。

インドネシアを中心に制度・技術を確立した上で、ASEANでの地
域標準化に繋げる。

ASEAN全体で、コストのみならず品質面での製品競争
を可能にする。




